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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 7 月 7 日 ( 2 0 2 5 . 7 . 7 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 5 - 8 9 3 9 4 ( P 2 0 2 5 - 8 9 3 9 4 A )
【 公 開 日 】 令 和 7 年 6 月 1 2 日 ( 2 0 2 5 . 6 . 1 2 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 5 - 1 0 7
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 5 - 4 6 7 1 4 ( P 2 0 2 5 - 4 6 7 1 4 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ １ ２ Ｎ 5 / 0 7 1 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｌ 2 7 / 3 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｌ 2 7 / 3 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ １ ２ Ｎ 5 / 0 7 1 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｌ 2 7 / 3 6 １ ３ ０  　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｌ 2 7 / 3 8 １ ０ ０  　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｌ 2 7 / 3 6 ４ ０ ０  　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 6 月 2 4 日 ( 2 0 2 5 . 6 . 2 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 灌 流 型 脱 細 胞 化 ブ タ 肝 臓 ま た は 灌 流 型 脱 細 胞 化 ヒ ト 肝 臓 を 提 供 す る 工 程 で あ っ て 、 該 脱  
細 胞 化 肝 臓 が 該 肝 臓 の 脱 細 胞 化 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス を 含 み 、 該 肝 臓 の 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス  
の 脱 細 胞 化 が 、 第 1 の 細 胞 破 壊 培 地 の 灌 流 と そ の 後 の 第 2 の 細 胞 破 壊 培 地 の 灌 流 で 行 わ れ  
た 脱 細 胞 化 で あ り 、 第 1 の 細 胞 破 壊 培 地 が ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 み 、 第 2 の 細 胞 破 壊  
培 地 が 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 み 、 該 脱 細 胞 化 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス が 外 面 を 含 み 、 血 管  
樹 を 含 む 該 脱 細 胞 化 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス が 、 脱 細 胞 化 前 の 該 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 形 態 を  
保 持 し 、 該 血 管 樹 に 導 入 さ れ る 流 体 の 大 部 分 が 保 持 さ れ 、 該 外 面 が 無 傷 で あ る 、 工 程 と 、
　 検 出 可 能 な 肝 臓 に 特 異 的 な 活 性 を 有 す る 再 細 胞 化 肝 臓 を 提 供 す る た め に 、 該 灌 流 型 脱 細  
胞 化 肝 臓 と 、 4 0 , 0 0 0 以 上 の 再 生 細 胞 と を 、 該 細 胞 が 該 脱 細 胞 化 肝 臓 の 内 お よ び 上 で 生 着  
、 増 殖 お よ び / ま た は 分 化 す る 条 件 下 で 接 触 さ せ る 工 程 で あ っ て 、 前 記 肝 臓 に 特 異 的 な 活  
性 が 、 尿 素 生 成 、 ア ル ブ ミ ン 生 成 、 ま た は シ ト ク ロ ム p 4 5 0 活 性 を 含 む 、 工 程 と
を 含 む 、 脱 細 胞 化 肝 臓 を 再 細 胞 化 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 脱 細 胞 化 肝 臓 を 、 2 3 0 0 万 以 上 の 再 生 細 胞 と 接 触 さ せ る 、 請 求 項 1 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 脱 細 胞 化 肝 臓 を 、 3 0 0 0 万 以 上 の 再 生 細 胞 と 接 触 さ せ る 、 請 求 項 1 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 脱 細 胞 化 肝 臓 を 、 3 5 0 0 万 以 上 の 再 生 細 胞 と 接 触 さ せ る 、 請 求 項 1 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 再 生 細 胞 が 肝 細 胞 で あ る 、 請 求 項 1 ～ 4 の い ず れ か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 再 生 細 胞 を 、 門 脈 を 介 し て 前 記 脱 細 胞 化 肝 臓 に 注 入 す る 、 請 求 項 1 ～ 5 の い ず れ か  
一 項 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 再 生 細 胞 を 、 前 記 脱 細 胞 化 肝 臓 に 注 射 す る 、 請 求 項 1 ～ 5 の い ず れ か 一 項 記 載 の 方  
法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 肝 臓 に 特 異 的 な 活 性 が 、 尿 素 生 成 、 ア ル ブ ミ ン 生 成 、 お よ び シ ト ク ロ ム p 4 5 0 活 性  
を 含 む 、 請 求 項 1 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 脱 細 胞 化 ブ タ 肝 臓 も し く は そ の 葉 （ l o b e ） 含 有 部 分 ま た は 脱 細 胞 化 ヒ ト 肝 臓 も し く は  
そ の 葉 （ l o b e ） 含 有 部 分 を 提 供 す る 工 程 で あ っ て 、 該 脱 細 胞 化 肝 臓 ま た は そ の 葉 含 有 部  
分 が 、 該 肝 臓 ま た は そ の 葉 含 有 部 分 の 脱 細 胞 化 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス を 含 み 、 該 肝 臓 ま た は  
そ の 葉 含 有 部 分 の 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 脱 細 胞 化 が 、 第 1 の 細 胞 破 壊 培 地 の 灌 流 と そ の 後  
の 第 2 の 細 胞 破 壊 培 地 の 灌 流 で 行 わ れ た 脱 細 胞 化 で あ り 、 第 1 の 細 胞 破 壊 培 地 が ア ニ オ ン  
性 界 面 活 性 剤 を 含 み 、 第 2 の 細 胞 破 壊 培 地 が 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 み 、 該 脱 細 胞 化 細  
胞 外 マ ト リ ッ ク ス が 外 面 を 含 み 、 血 管 樹 を 含 む 該 脱 細 胞 化 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス が 、 脱 細 胞  
化 前 の 該 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 形 態 を 保 持 し 、 該 血 管 樹 に 導 入 さ れ る 流 体 の 大 部 分 が 保 持  
さ れ 、 該 外 面 が 無 傷 で あ る 、 工 程 と 、
　 検 出 可 能 な 肝 臓 に 特 異 的 な 活 性 を 有 す る 再 細 胞 化 肝 葉 ま た は そ の 葉 （ l o b e ） 含 有 部 分  
を 提 供 す る た め に 、 該 脱 細 胞 化 肝 臓 ま た は そ の 葉 含 有 部 分 の 葉 と 、 4 0 , 0 0 0 以 上 の 再 生 細  
胞 の 集 合 と を 、 該 再 生 細 胞 が 該 脱 細 胞 化 肝 葉 の 内 お よ び 上 で 生 着 、 増 殖 お よ び / ま た は 分  
化 す る 条 件 下 で 接 触 さ せ る 工 程 で あ っ て 、 前 記 肝 臓 に 特 異 的 な 活 性 が 、 尿 素 生 成 、 ア ル ブ  
ミ ン 生 成 、 ま た は シ ト ク ロ ム p 4 5 0 活 性 を 含 む 、 工 程 と
を 含 む 、 脱 細 胞 化 肝 葉 を 再 細 胞 化 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 再 生 細 胞 が 初 代 肝 細 胞 で あ る 、 請 求 項 9 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 再 生 細 胞 を 、 門 脈 を 介 し て 前 記 葉 に 注 入 す る 、 請 求 項 9 ま た は 1 0 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 肝 臓 が ブ タ 肝 臓 で あ る 、 請 求 項 1 ま た は 9 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 肝 臓 が ヒ ト 肝 臓 で あ る 、 請 求 項 1 ま た は 9 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 肝 臓 に 特 異 的 な 活 性 が 、 尿 素 生 成 、 ア ル ブ ミ ン 生 成 、 お よ び シ ト ク ロ ム p 4 5 0 活 性  
を 含 む 、 請 求 項 9 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 再 生 細 胞 が 前 駆 細 胞 で あ る 、 請 求 項 1 ま た は 9 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が S D S を 含 み 、 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が T r i t o n  X - 1 0 0 を 含 む 、  
請 求 項 1 ま た は 9 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が S D S で あ り 、 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が T r i t o n  X - 1 0 0 で あ る 、  
請 求 項 1 ま た は 9 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
灌 流 型 脱 細 胞 化 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス を 含 む 脱 細 胞 化 哺 乳 動 物 副 腎 で あ っ て 、 該 副 腎 の 細 胞  
外 マ ト リ ッ ク ス の 脱 細 胞 化 が 、 第 1 の 細 胞 破 壊 培 地 の 灌 流 と そ の 後 の 第 2 の 細 胞 破 壊 培 地  
の 灌 流 で 行 わ れ た 脱 細 胞 化 で あ り 、 第 1 の 細 胞 破 壊 培 地 が ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 み 、  
第 2 の 細 胞 破 壊 培 地 が 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 み 、 該 脱 細 胞 化 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス が 外  
面 を 含 み 、 血 管 樹 を 含 む 該 脱 細 胞 化 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス が 、 脱 細 胞 化 前 の 該 細 胞 外 マ ト リ  
ッ ク ス の 形 態 を 保 持 し 、 該 血 管 樹 に 導 入 さ れ る 流 体 の 大 部 分 が 保 持 さ れ 、 該 外 面 が 無 傷 で  
あ る 、 前 記 脱 細 胞 化 哺 乳 動 物 副 腎 。
【 手 続 補 正 ２ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 方 法 は 、 カ ニ ュ ー レ 挿 入 し た 心 臓 に 、 2 つ 以 上 の カ ニ ュ ー レ 挿 入 を 介  
し て 第 2 の 細 胞 破 壊 培 地 を 灌 流 さ せ る こ と を 含 み 得 る 。 一 般 的 に 、 第 １ の 細 胞 破 壊 培 地 は  
S D S 等 の ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 で あ り 、 第 2 の 細 胞 破 壊 培 地 は T r i t o n  X - 1 0 0 等 の 非 イ オ  
ン 性 界 面 活 性 剤 で あ り 得 る 。 こ の よ う な 方 法 に お い て 、 灌 流 は 、 心 臓 組 織 1 グ ラ ム ( 湿 重  
量 ) 当 た り 約 2 ～ 1 2 時 間 に な る こ と が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 特 定 の 態 様 で は 、 カ ニ ュ ー レ 挿 入 し た 臓 器 ま た は 組 織 に 、 2 つ の 異 な る 細 胞 破 壊 培 地 を  
連 続 的 に 灌 流 で き る 。 例 え ば 、 第 １ の 細 胞 破 壊 培 地 は S D S 等 の ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含  
む こ と が で き 、 第 2 の 細 胞 破 壊 培 地 は T r i t o n  X - 1 0 0 等 の 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 む こ  
と が で き る 。 少 な く と も 1 つ の 細 胞 破 壊 培 地 で の 灌 流 の 後 、 カ ニ ュ ー レ 挿 入 し た 臓 器 ま た  
は 組 織 を 、 例 え ば 、 本 明 細 書 に 開 示 す る よ う な 洗 浄 液 お よ び / ま た は 1 つ 以 上 の 酵 素 を 含  
む 溶 液 で 灌 流 で き る 。
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